



































創価大学の設立が構想されたのは、創価学会の戸田城聖第 2代会長と若き 22 歳の池田先生の






















大学の設立には、当時のお金で約 60 億円が必要でした。ちなみに、71 年当時、ラーメン一杯
180 円、大卒男子の初任給が 36,000 円ぐらいという時代でした。その 60 億円のうち、創立者は














こうした苦労の末に、創価大学は 1971 年（昭和 46 年）に開学します。しかし、開学式や入学
式に創立者の姿はありませんでした。このように開学当初、来学される機会は多くありませんで
した。
ちなみに、草創期の歴史を振り返るために、私は開学の 71 年から 79 年頃までの「創価学会　
三代会長年譜」を全て読み返して見てみました。そうしますと、大学行事以外に、学会の行事で
来学された時も含めると、開学初年度の 1971 年度は 7回、2年目の 72 年度は 6回です。しかし、
3年目の 73 年度になると 22 回、4 年目の 74 年度は 40 回、5 年目の 75 年度は 45 回、6 年目の
76 年度は 28 回で、飛躍的に増えていきます。私が 3期生として学部に在籍した 4年間でいえば、





















































































































































































































1972 年 9 月に日中の国交正常化が実現します。中国政府はこれを受けて本格的な国作りのた
めに、初の国による正式な留学生を日本に派遣する決断をするわけです。しかし、当時の日本に
は中国からの留学生を受け入れる大学がなかった。そこで、74 年の年末に中国側から寄せられ

















































最後に、忘れられない光景として、私が 1年生の時の 73 年 10 月、第 3回創大祭の初日に、企
業の代表ら約 700 人を招待し、祝賀会を催した時の創立者の姿に触れたいと思います。会場は中
央体育館（当時）。翌々年卒業を迎える 1期生の初めての就職活動に備えて、来賓を招いて行わ
れたのです。来賓は驚きました。創立者が出迎えていたのです。一人一人に、深く頭を下げてい
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草創の創価大学を語る
く創立者。相手が年上でも年下でも、その姿は変わりませんでした。
そして、創立者は企業関係者に対して「創立者の池田です。学生が就職活動で伺った折には、
どうか、よろしくお願いします」「創大生は私の命です。純粋で限りない可能性をもっています。
来年、1期生の就職活動が始まります。どうか、創大生をよろしくお願いします」と言われ、手
にした名刺を一枚一枚、丁寧に差し出しながら休むことなくあいさつを続けられたのです。
創立者は常々、語っておられます。「創大生の栄光の未来のためには、いかなる応援も惜しま
ない」「私が、世界の人々のなかを駆けめぐるその胸中には、常に大切な、そして心より信頼す
る諸君の存在があったことを知っていただきたい」と。このような創立者を持つ大学が日本中、
世界中にあるでしょうか。私はそう思うと、創大生の使命の大きさと創立者への尽きせぬ感謝を
心の底から実感するのです。
今日は、草創期の創立者の来学のご様子、ご指導を中心に話してきましたが、冒頭にも申し
上げましたが、これは昔話ではありません。この創立者の心は、現在の今日ここにお集まりの皆
さん一人一人に全く等しく向けられているということを忘れず、かけがえのない創大生としての
日々を勝利していって欲しいと願っています。創価大学のますますの発展と若き後輩の皆さまの
勉学と世界への雄飛をお祈りし、つたない講義ではありましたが終わらせて頂きます。長時間あ
りがとうございました。
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